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改定案 現行 

退職給付会計に関する数理実務ガイダンス 

 

制定   １９９９年 ９月 ２日 

全文改定 ２０１２年１２月２５日 

改定   ２０１３年 ４月 １日 

改定   ２０１４年 １月２０日 

改定   ２０１４年１１月２５日 

改定   ２０１５年 ６月２３日 

改定   ２０１７年 ３月２４日 

改定   ２０１９年 ５月１７日 

改定   ２０２０年 Ｘ月 Ｙ日 

 

公益社団法人 日本年金数理人会   

公益社団法人 日本アクチュアリー会 

 

（略） 

退職給付会計に関する数理実務ガイダンス 

 

制定   １９９９年 ９月 ２日 

全文改定 ２０１２年１２月２５日 

改定   ２０１３年 ４月 １日 

改定   ２０１４年 １月２０日 

改定   ２０１４年１１月２５日 

改定   ２０１５年 ６月２３日 

改定   ２０１７年 ３月２４日 

改定   ２０１９年 ５月１７日 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会   

公益社団法人 日本アクチュアリー会 

 

（略） 

第３節 計算基礎 

3.1 計算基礎の分類 

 ② 人口統計的な計算基礎 

（略） 

具体的には、公益社団法人日本年金数理人会が定めている「確定給付企業年金

に関する数理実務ガイダンス」の該当箇所に記載されている方法が参考になる。 

 

（略） 

第３節 計算基礎 

3.1 計算基礎の分類 

 ② 人口統計的な計算基礎 

（略） 

具体的には、公益社団法人日本年金数理人会が定めている「厚生年金基金実務

基準」及び「確定給付企業年金に関する数理実務ガイダンス」の該当箇所に記

載されている方法が参考になる。 

（略） 
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改定案 現行 

3.9 一時金選択率 

（略） 

公益社団法人日本年金数理人会が定めている「確定給付企業年金に関する数理実務

ガイダンス」では、一時金選択率は、「原則、老齢給付金を年金として給付すること

を前提に計算を行うが、一時金選択状況（一時金選択者・選択一時金額等）及びそ

の見通しに基づき年金財政の健全性を勘案して合理的に設定すること。」とされてい

る。このため、適格 DB 制度の財政の目的で使用されている一時金選択率は、保守

的な設定に偏っていることが多いと考えられるので、会計上の計算基礎として、こ

れをそのまま使用することについては、十分注意するべきである。 

3.9 一時金選択率 

（略） 

公益社団法人日本年金数理人会が定めている「確定給付企業年金に関する数理実務

ガイダンス」では、一時金選択率は、「原則、老齢給付金を年金として給付すること

を前提に計算を行うが、一時金選択状況（一時金選択者・選択一時金額等）及びそ

の見通しに基づき年金財政の健全性を勘案して合理的に設定すること。」とされてい

る。同会が定めている「厚生年金基金実務基準」でも同様の記載がされている。こ

れらのため、適格 DB 制度の財政の目的で使用されている一時金選択率は、保守的

な設定に偏っていることが多いと考えられるので、会計上の計算基礎として、これ

をそのまま使用することについては、十分注意するべきである。 

 


